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（午後 ２時３０分 開議） 

議長（城之内一男君） 

 ただいまの出席議員は全員です。 

 これから本日の会議を開きます。 

 議事に先立ち、報告します。本日、議員発議による意見書案２件を受理しました。 

 以上で報告を終わります。 

 これから議事に入ります。 

 本日の議事日程はお手元に配付のとおりです。 

 日程第１、認定第１号、平成３０年度東庄町一般会計歳入歳出決算認定について

から、認定第８号、平成３０年度東庄町国民健康保険東庄病院事業会計決算認定に

ついてまで、以上、８会計決算認定等を一括議題とします。 

 本案については、予算決算常任委員会に審査の付託をしてあります。 

 従って、委員長より審査の経過と結果について、報告を求めます。 

 予算決算常任委員会委員長、板寺正範君。 

５番（板寺正範君） 

 予算決算常任委員会審査報告を申し上げます。 

 予算決算常任委員会に付託されました、認定第１号、平成３０年度東庄町一般会

計歳入歳出決算認定について、認定第２号、平成３０年度東庄町国民健康保険特別

会計歳入歳出決算認定について、認定第３号、平成３０年度東庄町後期高齢者医療

特別会計歳入歳出決算認定について、認定第４号、平成３０年度東庄町食肉センタ

ー特別会計歳入歳出決算認定について、認定第５号、平成３０年度東庄町訪問看護

ステーション特別会計歳入歳出決算認定について、認定第６号、平成３０年度東庄

町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について、認定第７号、平成３０年度東庄町

水道事業会計剰余金の処分及び決算認定について、認定第８号、平成３０年度東庄

町国民健康保険東庄病院事業会計決算認定について、以上、８会計の決算について、

去る９月５日及び６日には認定第１号、平成３０年度東庄町一般会計歳入歳出決算

認定についてを、９日には認定第２号、平成３０年度東庄町国民健康保険特別会計

歳入歳出決算認定についてから、認定第８号、平成３０年度東庄町国民健康保険東

庄病院事業会計決算認定についてまでの７会計について、委員会を開催し、副町長、

病院長、担当課長、事務長などの出席を得て、慎重に審査を行いました。その審査
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の経過と結果について、ご報告いたします。 

 審査にあたりましては、執行部より内容の説明があり、その後、質疑が行われま

した。本予算決算常任委員会は議長を除く議員１３名で構成する委員会であり、議

長にも出席をいただいておりますので、内容については省略させていただき、採決

の結果を報告させていただきます。 

 認定第１号から認定第６号まで、及び認定第８号につきまして採決した結果、当

委員会としては、出席委員賛成全員により、決算書のとおり認定すべきものとする

ことに決定しました。 

 また、認定第７号につきましては、採決した結果、当委員会としては出席委員賛

成全員により、決算書のとおり可決及び認定すべきものとすることに決定しました。 

 以上で、予算決算常任委員会の審査報告を終わります。 

議長（城之内一男君） 

 これから委員長報告に対する質疑を行います。ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

議長（城之内一男君） 

 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 お諮りします。 

 討論を省略して直ちに採決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（城之内一男君） 

 ご異議なしと認めます。 

 これから採決を行います。採決は１件ごとに起立によって行います。 

 初めに、認定第１号、平成３０年度東庄町一般会計歳入歳出決算認定についてを

採決します。 

 本決算に対する委員長の報告は認定とするものです。 

 本案は委員長報告のとおり認定することに賛成の方は起立願います。 

（起立全員） 

議長（城之内一男君） 

 起立全員です。 

 従って、認定第１号は委員長報告のとおり認定することに決定しました。 
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 次に、認定第２号、平成３０年度東庄町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定

についてを採決します。 

 本決算に対する委員長の報告は認定とするものです。 

 本案は委員長報告のとおり認定することに賛成の方は起立願います。 

（起立全員） 

議長（城之内一男君） 

 起立全員です。 

 従って、認定第２号は委員長報告のとおり認定することに決定しました。 

 次に、認定第３号、平成３０年度東庄町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認

定についてを採決します。 

 本決算に対する委員長の報告は認定とするものです。 

 本案は委員長報告のとおり認定することに賛成の方は起立願います。 

（起立全員） 

議長（城之内一男君） 

 起立全員です。 

 従って、認定第３号は委員長報告のとおり認定することに決定しました。 

 次に、認定第４号、平成３０年度東庄町食肉センター特別会計歳入歳出決算認定

についてを採決します。 

 本決算に対する委員長の報告は認定とするものです。 

 本案は委員長報告のとおり認定することに賛成の方は起立願います。 

（起立全員） 

議長（城之内一男君） 

 起立全員です。 

 従って、認定第４号は委員長報告のとおり認定することに決定しました。 

 次に、認定第５号、平成３０年度東庄町訪問看護ステーション特別会計歳入歳出

決算認定についてを採決します。 

 本決算に対する委員長の報告は認定とするものです。 

 本案は委員長報告のとおり認定することに賛成の方は起立願います。 

（起立全員） 

議長（城之内一男君） 
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 起立全員です。 

 従って、認定第５号は委員長報告のとおり認定することに決定しました。 

 次に、認定第６号、平成３０年度東庄町介護保険特別会計歳入歳出決算認定につ

いてを採決します。 

 本決算に対する委員長の報告は認定とするものです。 

 本案は委員長報告のとおり認定することに賛成の方は起立願います。 

（起立全員） 

議長（城之内一男君） 

 起立全員です。 

 従って、認定第６号は委員長報告のとおり認定することに決定しました。 

 次に、認定第７号、平成３０年度東庄町水道事業会計剰余金の処分及び決算認定

についてを採決します。 

 本決算に対する委員長の報告は可決及び認定とするものです。 

 本案は委員長報告のとおり可決及び認定することに賛成の方は起立願います。 

（起立全員） 

議長（城之内一男君） 

 起立全員です。 

 従って、認定第７号は委員長報告のとおり可決及び認定することに決定しました。 

 次に、認定第８号、平成３０年度東庄町国民健康保険東庄病院事業会計決算認定

についてを採決します。 

 本決算に対する委員長の報告は認定とするものです。 

 本案は委員長報告のとおり認定することに賛成の方は起立願います。 

（起立全員） 

議長（城之内一男君） 

 起立全員です。 

 従って、認定第８号は委員長報告のとおり認定することに決定しました。 

 日程第２、請願第３号、建設アスベスト訴訟の全面救済と建設石綿被害者補償基

金の創設を国に働きかける意見書採択に関する請願を議題とします。 

 この請願は、文教福祉常任委員会に審査の付託をしてあります。従って、委員長

から審査の経過と結果について、報告を求めます。 
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 文教福祉常任委員長、大網正敏君。 

７番（大網正敏君） 

 それでは、文教福祉常任委員会審査報告を申し上げます。 

 文教福祉常任委員会に付託されました請願第３号、建設アスベスト訴訟の全面救

済と建設石綿被害者補償基金の創設を国に働きかける意見書の提出を求める請願に

ついては、去る９月１０日に副町長及び健康福祉課課長、ならびに紹介議員である

花香議員の出席を受けて、委員会を開催し慎重に審査を行いました。 

 その審査の経過と結果について、ご報告いたします。 

 請願第３号についての審査における意見等を要約して申し上げます。 

 意見として、現在、アスベスト被害による補償を求めている方々は多数いるが、

裁判では時間も費用もかかるため、補償と救済が受けられる制度の創設に賛成する。 

 欧米においては、早い時期に使用を禁止した。使用を取りやめるのがおそい日本

においては、被害者のピークが２０３０年頃に訪れる。ついては、国の建設基準法

において使用を認めた資材が原因のアスベスト被害者救済を求めることに同意する。 

 以上のような意見等があり、請願第３号、建設アスベスト訴訟の全面救済と建設

石綿被害者補償基金の創設を国に働きかける意見書の提出を求める請願について採

決した結果、当委員会においては賛成多数により、採択すべきものと決定いたしま

した。 

 以上で、文教福祉常任委員会の審査報告を終わります。 

議長（城之内一男君） 

 これから、委員長報告に対する質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

議長（城之内一男君） 

 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 お諮りします。 

 討論を省略して直ちに採決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（城之内一男君） 

 ご異議なしと認めます。 
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 これから採決を行います。 

 本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（城之内一男君） 

 ご異議なしと認めます。 

 請願第３号は、委員長報告のとおり採択とすることに決定しました。 

 日程第３、意見書案第６号、建設従業者のアスベスト問題の早期救済・解決を求

める意見書について、及び日程第４、意見書案第７号、新たな過疎対策法の制定に

関する意見書について、以上２案を一括議題とします。 

 職員に議案の朗読をさせます。 

（事 務 局 朗 読） 

議長（城之内一男君） 

 ここで、お諮りします。 

 意見書案第６号及び意見書案第７号については、会議規則第３８条第１項の規定

により、提案理由の説明を省略したいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（城之内一男君） 

 ご異議なしと認めます。 

 従って、意見書案第６号及び意見書案第７号については、提案理由の説明を省略

することに決定しました。 

 これから質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

議長（城之内一男君） 

 質疑なしと認めます。 

 これで、質疑を終わります。 

 お諮りします。 

 討論を省略して直ちに採決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（城之内一男君） 
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 ご異議なしと認めます。 

 これから採決を行います。採決は１件ごとに行います。 

 最初に、意見書案第６号、建設従業者のアスベスト問題の早期救済・解決を求め

る意見書について採決します。 

 本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（城之内一男君） 

 ご異議なしと認めます。 

 従って、意見書案第６号は、原案のとおり可決されました。 

 次に、意見書案第７号、新たな過疎対策法の制定に関する意見書について採決し

ます。 

 本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（城之内一男君） 

 ご異議なしと認めます。 

 従って、意見書案第７号は原案のとおり可決されました。 

 本日、可決されました意見書２件については、議長においてしかるべく取り計ら

いますので、ご了承願います。 

 以上で、本日の日程は全部終了しました。 

 閉会に先立ち、町長よりご挨拶をお願いします。 

 町長、岩田利雄君。 

町長（岩田利雄君） 

 それでは、東庄町議会９月定例会の閉会にあたりまして、ご挨拶を申し上げます。 

 今定例会には、執行部より議案８件及び認定８件を提案させていただきました。

議員各位には、慎重なるご審議を賜り、全ての案件を原案のとおり可決、認定をい

ただきました。まことにありがとうございました。 

 また、本日をもちまして、第１６代東庄町議会議員として最後の定例会が、つつ

がなく終了するわけでございます。重責を果たされました皆様方の労務に対しまし

て、心より敬意を表しますと共に、これまで頂戴をいたしましたご厚情に厚く御礼

を申し上げる次第であります。 
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 この４年間を顧みますと、町は議員各位のご理解とご協力により、様々な施策を

進めることが出来ました。例を挙げますと、平成２９年度には過疎地域に指定をさ

れました。が、「過疎地域自立促進計画」を策定し、過疎対策事業債等を有効に活

用することにより、既存事業の拡大、新規事業の実施をすることが出来たわけであ

ります。 

 特に、教育の分野では、幼稚園の統合や小学校の統合に向けた庁舎の大規模改修、

給食センターの建設と、教育環境の整備・充実に向けた施策を展開することが出来

ました。 

 また、国に先駆けて実施をいたしました、幼児教育・保育の無償化や給食費の無

償化等は、子育てサービスの充実につながっていることと思います。 

 こうした成果は、まさに議員各位のご理解、ご協力の賜物であり、改めて感謝を

申し上げる次第であります。引き続き、議会の協力をいただきながら、鋭意まちづ

くりに努力してまいる所存でございます。今後とも一層のご支援、ご指導を賜りま

すようお願い申し上げる次第でございます。 

 結びに、皆様方のご健康と更なるご活躍を心からご祈念申し上げまして、ご挨拶

とさせていただきます。ありがとうございました。 

議長（城之内一男君） 

 ９月定例会閉会にあたり、私からも一言ご挨拶を申し上げます。 

 今期定例会は、去る３日より本日までの１１日間の会期の中でした。平成３０年

度一般会計決算及び特別会計決算、企業会計決算等を含め、多くの議案が全て議了

することが出来ました。 

 また、会期中に発生した、台風被害及び停電等の大変厳しい中で、議員各位、執

行部の皆さんにはご協力をいただきました。ありがとうございました。 

 私どもの任期も残りわずかとなりました。議長を務めさせていただいた中ですが、

もとより未熟の身ですので至らないところもあったと思います。議員各位、執行部

の皆さんのご支援、ご協力に改めて感謝を申し上げます。 

 議員各位には、選挙も控えております。健康に留意してご健闘をお祈りいたしま

す。町政においても、多くの課題がまだまだ残されております。今後とも行政の現

況と課題を十分に把握し、町民福祉の向上と町政の発展のために、日々精一杯努力

してまいりたいと思います。 
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 皆さんも、秋の気配を感じてまいりましたが、どうか健康に十分気をつけ、町政

の発展、議会の活性化のために今後とも益々のご活躍をご祈念申し上げます。 

 以上、簡単ですが閉会にあたり、議長の挨拶といたします。大変ご苦労さまでし

た。 

 以上で令和元年９月東庄町議会定例会を閉会します。 

（午後 ３時００分 閉会） 

  

 


